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1. はじめに

黒谷第１号砂防堰堤は、背後の大

規模崩壊地を抑える基幹的な砂防施

設であるが、堰堤本体に顕著な亀裂

が生じており、倒壊の懸念がある。

この亀裂は左岸斜面の地すべり活動

によって生じたたものであると推定

されたが、地すべりの範囲、深さ、

変動メカニズムが不明であった。 

このため、本業務では、想定され

る地すべり地の地表踏査、ボーリン

グ調査、モニタリング施設の設置を

行うことで、地すべりの規模を把握

し、その動態と堰堤に生じている亀

裂との関係を考察することとした。 

ここでは、上記の現場作業時の安

全対策について、報告する。 

2. 調査概要

調査の内容は次のとおりである。

① 現地踏査

② ボーリング調査（3 か所）

③ 地すべり観測（測量、孔内傾

斜計、パイプひずみ計観測）

④ モニタリング機器設置（自動

観測機器設置）
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図 1.1 黒谷第１号砂防堰堤周辺斜め写真 

図 2.1 黒谷第１号砂防堰堤の亀裂と変位方向 
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3.  安全作業上の課題 

当地区で現場作業を行うにあたり、以下のような本現場特有の安全上の課題があった。 

 調査対象斜面が平均斜度 45°の急斜面であり、踏査や観測時の滑落、落石事故

が懸念される。 

 堰堤タラップの昇降時や、そこでのモニタリング機材取付時の転落事故。 

 山奥であるため、熊との遭遇事故。 

 携帯電話の圏外（auのみ可）であり、緊急時の連絡手段が限られる。 

 ボーリング予定掘進長が最大で 110m であり、長期におよぶ現場作業となるとと

もに、冬季の凍結・積雪による作業ロス等の懸念。 

 焼岳火山の火口 2km 圏内での作業となるため、異常気象時等の作業中止基準の

ほか、噴火警戒レベルも念頭に置いた作業基準の設定。 

 

4.  安全対策 

4.1.  現地踏査 

踏査では、作業効率向上に加え、万が

一の事故発生時の対応を考慮し、単独行

動を行わず必ず複数人で行動することと

した。調査地は急斜面に浮石や転石が多

数散在しており、急斜面を踏査する際は

落石に十分注意し、上下作業にならない

ようにした。また、熊との遭遇をできる

だけ避けるために、携帯ラジオや鈴を携

行した。夏～秋にかけてはハチが活発に

活動するため、万が一に備えて殺虫剤や

ポイズンリムーバー、塗薬を携行した。

これらの危険やその対応については、作

業開始時にＫＹ活動を行ってメンバーで

確認するとともに、お互いの服装や装備

を確認し合った。 

 

4.2.  国総研・土研現地視察 

対象となる地すべりの状況把握と、今

後の対応検討のため、国土政策総合研究

所および土木研究所による現地視察を行

った。現地視察ルートには、あらかじめ

ロープを設置し、安全に踏査が行えるよ

うに配慮した。 

図 4.1 KY活動（服装・装備ヨシ！） 

図 4.2 鈴、ポイズンリムーバー等の携行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.  動態観測、モニタリング機器設置 

動態観測では、挿入式孔内傾斜計観測に必要な機材を、観測地点まで人力で運搬する

必要がある。機材は、測定プローブ、ケーブル、データロガー等で、重量がある。また、

測定プローブは、きわめて感度が高い精密機器であり、落下や衝撃で正常な測定が行え

なくなる。このため、これらの機材は、両手をフリーにできるように、背負子にしっか

り固定し、機材の落下等が内容にした。また、タラップ昇降時は、安全帯を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.  ボーリング作業 

ボーリング作業現場は、携帯電話の

電波が入りづらい。そこで、作業班同

士の連絡や緊急時の連絡がスムーズに

行えるように、各作業班にトランシー

バを携帯させるとともに、通話が可能

な au 携帯電話を貸与し、緊急時の連絡

が行いるような体制を整えた。作業場

には、ＫＹ作業票やトランシーバ等を

掲示するスペースを設け、各班の安全

意識向上を図った。 

図 4.4 国総研・土研現地視察 図 4.3 視察ルートのロープ設置 

図 4.6 動態観測時の装備 図 4.5 安全帯の使用 

図 4.7 作業場の掲示ボード 
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4.5.  ボーリング掘進によるガス発生時の対応 

ボーリング１孔において、掘進中に孔

内よりガスが噴出した。ガス噴出時は、

孔内より削孔水が勢いよく吹き出し、一

瞬、硫化水素のような異臭があった。 

そこで、直ちに作業を中止し、翌朝孔

内ガスの成分をポータブルガス検知器で

調査したところ、微量の硫化水素と一酸

化炭素を確認した。噴出しているガス量

が少ないこと、作業場が密閉した空間で

はないことから、安全のため孔口に送風

機を設置し、作業場に有害ガス検知器を

常備して作業を再開した。 

幸い、後の作業では有害ガス検知器の

警報は鳴らず、ガスの噴出もなくなり、

無事に作業を完了させることができた。 

 

4.6.  安全作業マニュアル 

現場が山奥にあること、焼

岳火口から 2kn 圏内にあるこ

となどを考慮し、事前に異常

気象時の対応や、焼岳火山の

活動に対する行動基準を定

めた安全作業マニュアルを

作成した。 

作業期間中は作業中止と

なるような大雨や、火山活動

はなかったものの、雨が続い

た時などは頻繁に気象情報

を入手し、現場の天候を確認

しながら作業を行い、安全に

作業を完了させることがで

きた。 

 

 

 

 

図 4.8 ガス測定状況 

図 4.9 送風機設置状況 

図 4.10 安全作業マニュアル 


